
令和４年度学校だより

《 2月はまとめを意識して 》

毎朝、校門に立って登校してくる子どもたちとあいさつを交わし、
草庵先生像にあいさつ、そして慎独の碑に向かって「慎独とは、自分
が独りでいるときでも、心を正しくもち、自分に恥ずかしくない行い
をすること」と唱えます。子どもたちと一緒に慎独の意味を唱えなが
らも、私自身の、自分にとっての自分に恥ずかしくない行いとは？と
自問自答しながらもうすぐ１年が経とうとしています。
２月の草庵先生の教えは「学ぶのは何のため？ 自分を完成させる

ため」です。全校朝会での校長講話で、学ぶ（勉強する）のは何のためなのか子どもたちに問
いました。６年生児童から「自分のためです」と返答がありました。自分の中にある力や才能
を掘り出して（見つけ出して）それを磨き、自分を完成させるためです。人のためにするので
はないと確認をしました。子どもたちには、生活の中で守るべき約束事や学習、行事に対して、
「なぜそれをするのか？」と問いかけ、意識づけながら取り組ませてきました。
日々の中で、時間が経てば意識が薄れていくのが常ですので、繰り返し繰り返しなぜなのかを
考えながら、一つ一つのことを成し遂げていきたいです。
今の学年のまとめとともに、次の学年の準備も意識しながらの2月を過ごしています。

草庵先生に学ぶ宿南小学校

《 「かんせんよ・ボール」全校生が集め、コロッパ（コロナのラス・ボス）撃退 》

今年度の感染予防は、健康委員会のメンバーが、かんせんよ
ボール戦隊、ウイルスたおすんジャーとなり、７つのキャラク
ターに変身して、宿南小学校の子どもたちを感染から守ること
にしました。
「おねがいかめさん」はあらうんジャー、「３密ふせぐま」は
ふせぐんジャー、「かんき・ちゅー」はあけるんジャー、「せき
エチケッ・トラ」はだめなんジャー、「『う』がうがい」はかけ
るんジャー、「マスク・カケス」はかけるんジャー、「『めんえ
き』アップル」はアップするんジャーとなりました。楽しみな
がら、学校で新型コロナウイルス感染症の予防に取り組みまし
た。休み時間になると、保健室でそれぞれのキャラクターのポ
ーズと予防方法のテストを受ける子どもたちの姿が見られ、あ
っという間に７つのよ・ボールが集まりました。１６日の児童
朝会で、委員会のメンバーが７つのかんせんよ・ボールを次々

にコロッパに命中させ、撃退しました。７つのよ・ボールを子どもたち全員が持っています
ので、学校だけでなくご家庭でもぜひ合言葉にしていただき、継続して感染予防に努めてい
ただきたいと思います。
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３ 月 の 予 定

㊗１（水）立番 一斉下校 ２１（火）春分の日
２（木）児童朝会 全校音楽 ２２（水）給食最終日 愛校作業

自学発表会 一斉下校 そうあんくんの日
５（日）ＰＴＡ親子奉仕作業・資源回収 ２３（木）卒業式 一斉下校（１～５年
６（月）委員会活動 ２４（金）修了式
７（火）全校朝会 ２７（月）春季休業日（～４月６日）
８（水）一斉下校 そうあんくんの日

１０（金）東日本大震災追悼集会 ＜４月＞
６年生を送る会 ７（金）立番 始業式 一斉下校
学校保健委員会 １０（月）立番 入学式 一斉下校

１４（火）卒業式練習スタート １１（火）立番 身体測定 地区児童会
１５（水）立番 一斉下校 一斉下校
１６（木）全校音楽 代表委員会 １２（水）給食開始

《 性教育ウィーク 性について学びました！ 》

１月下旬から２月半ばまでの３週間は、性教育ウィークとして、
学校全体で性教育に取り組みました。今年で３年目となります。
学年の発達段階を考慮しつつ、自他の体を大切にする方法を知り、

生命を尊重し大切にしようとする気持ちを育てる。また、生命誕生
の仕組みや性の発達、成熟等について科学的に理解することをねら
いとしています。学校で正しい知識を教わることは本当に大切だと、
授業を参観して実感しました。多方面から性に関する知識が入って
きたり、検索すれば様々な性情報があふれていたりする昨今です。
小学校６年間を見通して、切れ目のない指導ができるよう、担任と
養護教諭とが連携して指導しました。必要な知識を学び、性につい
て話し合う機会を持つことで「生きる」ことや「生命」「愛」につ
いて生涯にわたり考えていく姿勢を持たせたいと考えて行っていま
す。保護者の皆様におかれましては、そのような学校の思いや願い
を汲み取っていただき、ご理解とご協力いただけましたことに心か
ら感謝いたします。

(学習内容）
１・２年 大切な体 ３・４年 命の誕生
５年 ヒトと動物の誕生 ６年 性と人権

《 宿南タイム 環境ウォークラリー 》

１６日の宿南タイムは、図書環境委員会が考え
た環境ウォークラリーを行いました。ルール説
明の後、縦割り班になって決められたコースを
順に回ります。「ごみの分別」「ぞうきんリレー」
「はきそうじ」「本ならべ」「この本はどこだ？」
は、いずれも時間を競い体と頭を使いました。はきそうじは、普段の掃除でのゴミ集めの仕
方が役に立ったようです。ごみの分別は、ペットボトルとプラスチック容器を分ける、とい
うのが難しかったようです。楽しみながら、また考えながら、そして体も使ってのウォーク
ラリーで、あっという間に時間が過ぎてしまいました。縦割り班での活動は、高学年と低学
年が協力し、助け合う姿がみられ、よい活動だといつも思います。


